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Summary

自動化設備のTCTを安定させるには、PLC、HMI、産業PC、WMS端末、無線LAN、ネットワーク機器な
ど、停止すると工程へ影響が連鎖する制御・通信ポイントを回路単位で棚卸しします。各ポイントに必
要なソフトランディング時間を決め、その時間を満たす無瞬断電源を重点配置します。PoCでは復旧時間
、ばらつき、UPS消耗、TCTとの差を同じ指標で確認し、効果が確認できた回路から横展開します。

Key Points

Array
電源・制御・工程ログを同じ時刻軸で比較し、停止の起点と再現ポイントを特定する方法を確認
する。
0ms無瞬断、必要保持時間、出力条件など、保護電源の具体的な判断項目を確認する。
停止損失を基に、保護対象と電源投資の優先順位を検討する。
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